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令和5年度判事補基礎研究会

日 程 表
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最高裁で実施（対象者：令和3年1月に判事
補に任命された者）1 1 1
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最高裁判事との意見交換
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説明と意見交換
「裁判所の予算とその最適
化｣

説明と意見交換
「裁判所の広報について」

説明と意見交換
「裁判所の組織組織運営を考える
一裁判所書記官との協働など一」

講演と演習
「プロとしてのキャリア形成一自
らを『広げ･高め。深める』ため
の五つの観点一」 ロ
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経理局総務課長
子

松川充康

総務局第一課長長田雅之

人事局総務課長富澤賢一郎

最高裁事務総局広報課長

板津正道I
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説明と意見交換
「裁判のデジタル化の今後の展望」

共同研究
「裁判官としての成長を考える」

共同研究
「外部経験を生かす」
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意見交換（全体）
「未来を見つめて」

意見交換（班別） ．
「より良い裁判を目指して－左陪席の役割一」
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令和5年度判事補基礎研究会

参加者名簿
備 考氏 名高裁管内 本務庁等

悠 子

柚 紀

洋 平
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高裁管内 本務庁等 氏 名 備 考

大阪 神戸地裁

奈良地裁

大津地裁

和歌山地裁
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